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はじめに

アジアモンスーン諸国のデルタ地帯は主要な米作地域であるが、その地形的特徴から気候変

動により増加が予想される洪水や塩水侵入などのリスクに対して脆弱である。水利施設は組合

等が規則に基づき管理するのが一般的であるが、施設数や災害リスクの増加が操作を複雑化さ

せている。被害の最小化には、数時間先の予測に基づく順応的管理が有効であるものの、施設

管理者の意思決定を支援する情報提供プラットフォームは未整備である。

本共同研究は、2021 年度に JST の戦略的国際共同研究プログラム（SICORP） e-ASIA 共同

研究プログラム「イノベーションのための先端融合（水資源管理）」に採択された。異なる開発

段階にある日本、ベトナム、インドネシアでデルタ地域の水管理を支援する「統合水管理プラ

ットフォーム」を開発・共有することを目的とする。水文情報の実時間観測結果を入力値とし

た高速演算による浸水・塩水侵入の短期予測結果とリモートセンシングによる浸水範囲、土地

利用・作物生育の監視結果を情報端末上で可視化する「統合水管理プラットフォーム」を開発

し、施設管理の支援に供することで浸水被害や塩水侵入による作物被害を最小限に留める。本

システムの普及よって、順応的に施設を管理することが可能になり、持続的な農業生産の実現

と農家の経済基盤ならびに生活水準の向上が期待できる。

研究対象地域と手法

調査対象地は新潟県西蒲原・亀田郷（31,700a, 9,700ha 日本）、Giao Thuy and Xuan Truong district,
Nam Dinh Province（35,321ha, ベトナム）、Pusakanegara, Subang Regency（2,300ha, インドネシ

ア）で、いずれも海岸に面する低平地である。ベトナムとインドネシアの調査サイトは圃場

区画が日本より小さく、排水不良で一部養殖地となっている地域を含む。

本研究は i)低平地の物理過程洪水モデル（Yoshikawa et al., 2013）および塩水侵入モデル（Liu 
et al., 2015）、ii)ANN モデル（木村ら、2020）、iii)リモートセンシング、iv)センサーと通信、v)
情報プラットフォームの技術要素（Work Package）で構成される（Fig. 1 参照）。洪水や塩水侵
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入の物理過程モデルは精緻な予測

が可能な一方で計算時間と資源を

要するため、短期予報に基づいたリ

アルタイムの情報提供には不向き

である。洪水や塩水侵入の被害を軽

減するための対応策は水利施設操

作であるため、求められるのは主要

地点における計算結果である。そこ

でリアルタイムの演算には物理過

程モデルでトレーニングした ANN
モデルを用いる。この手法は温暖化

データなどを用いた極端条件もト

レーニング可能なため、過去の観

測実績に限らず極端気象へ対応余地を作ることとなる。リモートセンシングは農地の作付けを

判別し、物理モデルの入力値を提供する他、洪水や塩害被害の実測、農業生産性の評価などに

用いられる。広大なデルタでは水位や水利施設の状態など多くの情報の収集が必要であり、安

価なセンサーと安定した通信システムが必要である。情報プラットフォームとは GIS ベースの

ソフトウェアで上記の情報を視覚情報として様々な階層の水利管理者に情報提供する。

共同研究の進め方

物理モデルと ANN モデルの連携は既に亀田郷の洪水排水を実例として開発済（木村ら、2020）
であり、各国の調査地に応じたモデルのセッティングと校正・検証用データの観測が当面の課

題である。2021 年度はコロナ禍の影響で全ての会合はオンラインで実施した。Fig.1 に示すよ

うに技術パッケージ毎に 3 国間で技術連携を高める。本プロジェクトは若手研究者の教育が重

要活動と位置付けられるため、留学生としての招聘、短期トレーニング、国際学会を利用した

トレーニング活動などを予定している。

今後の展望

アジアでは農地区画が小さく、地表水灌漑は組織的な管理が必要である。一方、日本をはじ

めとするアジア諸国では程度の差こそあれ、農業就業人口の減少の課題に直面している。農業

生産効率改善手段として農業への IT 導入が世界的に進みつつあるが、畑作を中心とする欧米

の農業大国とは異なる形態、つまり個別農家の生産性の追求のみではなく、灌漑地区のリスク

管理と情報集約を行うことがアジアでは必要である。本研究プロジェクトを発展させアジア独

自の農業情報プラットフォームを完成させたい。
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